
薬事日報　薬学生新聞

　平林さんは、1982年に星薬科大学を卒業後、国
内製薬企業とフランスの製薬企業に勤務し、研究開
発企画、マーケティング業務に従事。堕胎ピルの日
本市場導入に関わった後、夫の転勤に伴い、香港で
スコットランド系投資信託会社に就職した。なぜ投
資会社なのか？
　平林さんの答えは「自分が企業の大きな組織で何
をやっているのか分からなかったのと、面白そうな
仕事で違った世界を見たかったから」。当時、中国
返還前の香港は政情が不安定だったが、アジアの成
長センターとして投資信託のビジネスは大きく動い
ていた。そういうダイナミズムを感じたいと、新た
な世界に飛び込んだ。
　１年後、再び夫の転勤でタイの首都バンコクへ。

タイでは薬剤師免許が必要だった。
バンコク市内のサミティベート病
院で日本人患者の付き添いや手術

の立ち会い、通訳対応を行ったり、エイズ患者の診
療や支援にも関わりながら薬剤師免許の取得を目指
したが、再び夫の転勤で帰国。広島に在住し、ＪＩ
ＣＡ（国際協力機構）で途上国から来日する研修員
の通訳、国際医療ボランティア組織のＡＭＤＡでタ
イへの短期ボランティアなど、世界との関わりは持
ち続けていた。薬局にも勤務したが、「タイから帰
国して、医薬品や途上国支援という部分に何らかの
形でも関わっていたかったんだと思う」
　転機が訪れたのは2000年。国際ＮＧＯの国境な
き医師団（ＭＳＦ）に参加した。そのきっかけは思
わぬものだった。偶然、夫が銀座のギャラリーで開

かれていたＭＳＦの写真展を訪問
したところ、会場の壁に「薬剤師
募集」の張り紙があった。それを
見て、関心があるかもしれないと
募集要項をもらって自宅にファックスを送ってくれ
たという。ギャラリーの張り紙から平林さんの運命
が変わったのである。　　　　　（12ページへ続く）
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　ＤＮＤｉ（顧みられない熱帯病のための新薬開発イ
ニシアチブ）というスイスの非営利団体をご存じだろ
うか。日本では聞き慣れない眠り病、リーシュマニア
症、シャーガス病などの顧みられない熱帯病の新薬開
発を目指すグローバルな組織で、途上国に薬を必要と
する患者が多く存在するものの、新薬が開発されない
これら疾患の開発障壁を取り除き、確実に薬を患者の
手元に届けるために活動している。その日本代表を務
めるのが平林史子さん。国境なき医師団（ＭＳＦ）に
日本人スタッフの薬剤師第１号として参加し、エイズ
薬などの医薬品アクセスを促す必須医薬品キャンペー
ンに従事。当時、薬剤師の派遣が珍しかったウガンダ
でのエイズプロジェクトにも加わり、海外でのフィー
ルド活動も経験してきた。そんな世界の国際保健分野
で活躍する薬剤師の先駆者とも言える平林さん。「仕
事ばかりしてきたかもしれない」と笑うが、「どの道
を選んでも失敗という選択はない。どんな選択をしよ
うと、それがベスト」と薬学生にエールを送る。さあ、
失敗を恐れず世界に飛び出そう！
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